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武蔵国の南部
•『倭名類聚抄』911～983

延喜11年～永観元年
•橘樹郡 太知波奈

•都筑郡 豆々支

•多磨郡 太婆 國府

•久良郡 久良支

•橘樹郡 高田・橘樹・御宅・
• 縣守・驛家
•都筑郡 立野・針斫・高幡・
• 幡屋・店屋・驛家・
• 餘戸
•多磨郡 小川・川口・小楊・
• 小野・新田・小嶋・
• 海田・石津・狛江・
• 勢多
•久良郡 鮎浦・服田・星川・
• 大井・郡家・諸岡・
• 洲名・良椅



鎌倉期

• 小山田荘(保)と稲毛荘
• 小山田三郎重成
• 稲毛三郎重成
• 『吾妻鏡』

• 小沢ケ原
• 横峯道 相模国と武蔵国を繋ぐ

• 小山田保内黒河郷半分
鎌倉円覚寺塔中黄梅院領



室町期
•麻生郷の初見
•足利尊氏文書
•鎌倉の保寧寺に寄進(祈願所)
•それ以前は安達時顕の所領で
あった

•国領(国衙領)

•保寧寺は鎌倉山ノ内明月谷に
あった、建⾧寺の末寺

•元弘3年(1333) 足利尊氏
『所領目録』に「武蔵国麻生
郷時顕」

•暦応3年(1340) 足利尊氏麻
生郷を保寧寺に寄進

•康永4年(1345) 「保寧寺領
武蔵国麻生郷内本郷・堀内乳
牛役」

•正平7年(1352) 尊氏は天寧
寺領本郷・堀内に乱暴狼藉を
禁ずる制札をだす



『小田原衆所領役帳』
•小山田荘黒川 他国衆
•小机片平郷 御馬廻衆
•小机万福寺 小机衆
•小机麻生郷 御馬廻衆
•麻生ノ内 王禅寺領 寺領
•小机早野郷 江戸衆
•小机奈良岡上 玉縄衆
•小机菅生郷 小机衆
•稲毛小沢郷 松山衆



豊臣秀吉が小田原攻めに出した制札に載る村名



増上寺領
•二代将軍秀忠御台所於江与の
方(崇源院殿）の御化粧料の地

•寛永9年(1632)増上寺領

•正保年間(1644～1648)
•『武蔵田園簿』に「増上寺領
王禅寺村、外に花蔵院領」

•花(華)蔵院は王禅寺のこと

•名主 志村家が統括



二ヶ領用水関係文書（志村家文書）



地租改正と小字の誕生 小名との違い

•江戸時代の表記 小名
•特に決まりがない

•地租改正で村に番地をふる
•道や川などを境に小字
•多くは、以前からの呼びなを
採用

•戸⾧などに任されていた
•ある所では・・・

•大区小区制の混乱
•明治7年～11年で廃止

•明治22年の市制・町村制
•柿生村
•岡上村

•大正2年 柿生村外一ヶ村事
務組合



川の名前

•鶴見川水系
•真光寺川
•麻生川
•陣川(神川)
•片平川
•真福寺川
•早野川

•多摩川水系
•三沢川
•黒川
•百村川

•五反田川

•平瀬川



小さな地名
• 自然地名
• 災害地名 タケノハナ
• クリギ、トンビ
• 地形地名 ヤト、ロウバ

• 労働地名、生活地名
• 入生(イリュー) 井料
• 化粧面(ケワイメン)
• 般若面(ハンニャメン)
• 油免(アブラメン)
• 宮免(ミヤメン)

• 地名の意味を考えよう
• オンマワシ(恩廻)
• トウノコシ(塔ノ越)
• オイワケ(追分)
• イリグチ(入口)とデグチ

• 意味不明
• オドリバ(踊り場)

• 人名
• 源左衛門谷(ゲンザエモンヤト)



新しい地名・町名

•百合丘(昭和36年)
•千代ヶ丘(昭和46・47年)
•虹ヶ丘(昭和48年)
•栗平(昭和51年)
•白鳥(昭和51年・平成14年)
•多摩美(昭和53年)
•南黒川(昭和54年)
•栗木台(昭和54・57年・

平成11年)

•白山(昭和56年)
•東百合丘(昭和57年)
•王禅寺東・西(平成12～14年)
•はるひ野(平成18年)

•新しい地名が土地になじむた
めの活動が大切です。

ご清聴ありがとうございました


